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設
定
し
た
も
の
と
し
て
、
髙
橋
秀
城
研
究
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た「
信
仰
と
経
済

と
の
間あ

わ
い」が

、共
同
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
選
ば
れ
た
。
テ
ー
マ
名
は
暫
定
的
に「
仏

教
と
経
済
」を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。　

○
研
究
目
的

仏
教
の
歴
史
は
、
様
々
な
地
域
・
時
代
に
現
れ
た
物
質
的
・
精
神
的
現
象
の
集

積
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
の
表
象
と
し
て
の
文
化
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

歴
史
的
・
社
会
的
・
経
済
的
事
象
と
結
び
付
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
か
ら
仏
教
を

切
り
離
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
仏
教
は
、
各

時
代
・
各
地
域
の
中
で
、
如
何
に
社
会
関
係
の
連
鎖
の
上
に
定
位
さ
れ
、
ま
た

如
何
に
社
会
の
諸
要
素
と
関
係
し
あ
い
な
が
ら
展
開
し
た
の
か
。
こ
の
共
同
研

究
で
は
、
仏
教
と
経
済
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
上
記
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
行
く
。各
研
究
員
の
専
門
分
野
か
ら
、仏
教
と
経
済
の
間あ

わ
いを

取
り
巻
く
、

社
会
関
係
の
網
の
目
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
仏
教

の
位
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

二
〇
〇
七
年
度
共
同
研
究
活
動
報
告

六
月
、
七
月
に
、
活
動
準
備
の
た
め
の
会
議
を
計
二
回
開
催
し
、
共
同
研
究
テ
ー

マ
、研
究
会
運
用
方
法
等
を
決
定
し
た
。二
〇
〇
七
年
度
は
初
年
度
に
あ
た
る
た
め
、

先
行
研
究
の
整
理
と
、
問
題
点
の
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
八
月
よ
り

研
究
会
を
開
始
し
、
基
本
的
な
先
行
研
究
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
発
表
形
式
で
各

研
究
員
が
、
先
行
研
究
の
サ
マ
リ
ー
と
問
題
点
の
指
摘
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
七
年

度
は
計
五
回
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。
な
お
、
今
年
度
の
研
究
紀
要
に
掲
載
す
る

論
文
は
、
個
人
研
究
テ
ー
マ
に
即
し
た
も
の
と
し
、
共
同
研
究
の
成
果
は
来
年
度

よ
り
発
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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金剛身であるから、死ぬことはありません。王の以前の息子たちも王位を得ずして死んで行

きました。息子と孫までもが死んで行きました。」と。そのため、非常に落胆していると、母

は述べた。「しかし方法があります。師は菩薩ですから、頭を請えば与えます。師が死んだ時、

父も死ぬでしょう。そうすればあなたは王位を得ることができるでしょう。」と。王子はシュ

リー山に行き、頭を請うたが、武器で切れなかった。（ナーガールジュナは）かつて緑の草で

虫の首を切ってしまった業を観じて、クシャ草で（自分の首を）切って与えた。「私は今から

極楽に行きます。後にこの身体に再び戻ってきます。」という声が聞こえた。そこで地面は震

動し、飢饉が十二年の間続いたと言われている。

　師はラサーヤナを成就しているので、再び（首と身体が）一緒になるのではないかと恐れ

て、王子は頭を数ヨジャーナ離れた場所に運んだ。そこでヤクシニーたちが（頭を）奪って、

頭を巌の頂上に置いて、その巌の裂け目に、五尊のアールヤ・アヴァローキテーシュヴァラ

の石の像を自然に出現させた。頭と身体の二つに、保護者のヤクシニーはそれぞれ寺院を建

立した。この二つの間は、以前は 4 ヨジャーナあったが、今は 1 クローシャしかないと言わ

れている。

それは、私の師も見た。石の壁がくっついて、岩壁のようになった、不思議で威力ある（その）

寺院は、入り口がなく、窓から見ると、両方とも台座の上に石像の破片のようなものがそれ

ぞれ置いてあったと言う。
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資料 3

『七口決付法伝 （bKa babs bdun ldan gyi brgyud pai rnam thar）』

rJe btsun tA ra nA tha'i gsung 'bum, 16 Ma : 559-560

phyis dpal gyi rir lo nyis brgya tzam gnod sbyin mo rnams kyi 'khor dang bcad te sngags kyi 

spyod pas bzhugs. mtsan bzang po so gnyis kyang sku la 'grub. phyis dbu sbyin par btang ba'i 

rkyen gyis lo phyed lo'i lo drug brgyar bdun cu don gcig gis ma tsang skad de. 

de yang rgyal po bde spyod kyi bu chung ngu su sha kti rgyal bu rab nus sam. rgyal bu nus 

ldan yang zer te de rgyal srid la dga' bas ma na re. yab slob dpon dang sku tso mnyam par 

byin gyis brlabs 'dug. slob dpon rdo rje'i sku yin pas 'grong ba med. rgyal po'i sras po snga 

ma rnams kyang rgyal srid ma thob par 'das shing. bu dang tsa bo'i bar yang 'das zer bas zhin 

tu yid mi dga' ba la ma na re 'o na thabs yod. slob dpon byang chub sems dpa' yin pas dbu 

bslangs na ster bas. slob dpon 'da' bas khyd la rgyal srid 'byung zer. rgyal bos dpal gyi rir 

phyin dbu bslangs pas. mtson chas ma chod par sngon rtzva sngon pos srog chags kyi ske bcad 

pa'i las gzigs nas ku shas bcad nas gnang. nga ni 'di nas bde ba can du gro. phyin nas lus 'di la 

yang 'jug par 'gyur. ces sgra byung. der sa gyos. mu ge lo bcu gnyis kyi bar du byung skad. 

rgyal bas slob dpon bcud len grub pas slar 'grig gis dogs nas dbu dpag tsad mang pos chod pa'i 

sar kher. der gnod sbyin mos phrogs. dbu pha bong gi khar bzhag pas pha bong gas pa'i sa der 

'phags pa spyan ras gzigs lha lda'i rdo sku rang byon du byon. dbu dang sku lus gnyis la yon 

bdag gnod sbyin mos so sor lha khang brtzigs. de gnyis kyi bar du sngon dpag tsad bzhi tzam 

yod snang ba. da ltar rgyang grags gcig kyang bag mi snang gsung.

de ni bdag gi bla mas kyang mjal te. rdo'i rtzig pa rnams 'brel te brag lta bur song ba'i lha 

khang cho 'phrul dang gnyan cha che ba. sgo ni med. dkar khung nas bltas pa la. gnyis ka'ng 

khri'i steng na rdo sku'i dum bu 'dra ba re 'dug gsung.

　その後（ナーガールジュナは）シュリー山に二百年、ヤクシニーたちに囲まれて、真言行

を行いながら住して、身体に 32 相を成就した。その後、頭を布施して与えたために、半年、

671 年に満たなかったと言われている。

　さて、bDe spyod 王の年若い息子に Śakti（Rab nus または Nus ldan）という王子がおり、王

位を望んでいた。母がいうには、「父は師と寿命が等しくなる恩恵を与えられています。師は
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資料２

『プトン仏教史（bDe bar gshegs pa'i bstan pa'i gsal byed chos kyi 'byung gnas gsung rab rin 

po che'i mdzod）』

The collected works of Bu-ston, Edited by Lokesh Chandra: Ya.100b

de'i tse rgyal po mthar 'gro zhon nam bde spyod bzang po la bu gzhon nu nus ldan zhes bya 

ba zhig la mas gos bzang srubs med pa zhig byin pas 'di ngas rgyal srid 'dzin dus su dgos zer 

ba la. mas khyod kyis rgyal srid 'dzin pa mi 'ong. yab dang slob dpon klu sgrud tse sgrub dang 

bcud len stabs su byas pas grub ste slob bpon dang srog gcig pa yin zer ba dang. des dpal gyi 

ri la slod dpon klu sgrub bzhegs sar phyin te dbu bslangs pas chod gsung ste ral gris bcad pas 

ma chod pa na. slob dpon na re. ngas rtzwa ku sha bcad pas srog chags shi ba'i rnam smin 

yod pas ku shas cgod gsungs nas bcad pas ske'i rtza ba nas. nga ni bde ba can gyi 'jig rten du. 

phyin nas lus 'di la yang 'jug par 'gyur. zhes tsigs bcad byung ngo. 

dbu de des khyer te phyin pas gnod sbyin mos 'phrogs te dpag tsad gcig tu dor ro. dbu dang 

sku lus gnyis ka ma nyams par lo re zhing nyer song nas mthar 'byar nas bstan pa dang 'gro 

don mdzad ces grag go.

　さて、mThar 'gro zhon（または bDe spyod bzang po）王に、Nus ldan という名の年若い子供

がいた。母がその子に、良いシルクの服を与えたので、（その子は）「これは私が王位を得た

ときに、必要になるでしょう」といった。すると母は「あなたは王位を得ることはないでし

ょう。父と師のナーガールジュナは長生術とラサーヤナを使用し、成就しました。（そのため

王は）師と寿命が一緒なのです」といった。すると彼は、シュリー山の師ナーガールジュナ

の住所に赴いて、「頭を起こしたら切れ」といって、刀で斬ったが、斬れなかった。そのとき

師は述べた。「私はクシャ草を切って、虫を死なせた報いがあるので、クシャによって切るこ

とができます」と。そして（頭を）切られた。首の根元から「私は極楽世界に行って、この

身体に再び入るだろう」という頌が唱えられた。

　その頭は、彼によって持ち去られたが、ヤクシニーが奪って、1 ヨジャーナのところに捨

てた。頭と体の両者は、腐らずに年々近づいて、遂に接合し、説法と有情の利益をなしたと

いわれている。
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一緒にいられるなら、ラサーヤナと王国を求めましょう。そうでないならば、必要ありません」

と答えて、去ろうせず、そのままそこにいようとしたが、師は教示を与えた。（王は）自国で

ラサーヤナを成就し、百年の間、王国を統治して暮らした。その間、有情たちは物資にめぐまれ、

山の鳥や獣たちもすべて、平和に暮らした。

　100 年して、師が仏の教えをお弘めになった時、マーラの王は嫉妬を起し、妨害をしよう

という目論みから、様々な凶兆をあらわした。日月は光を失い、（日月）食が起り、全ての果

実が自然に落ち、雨が適当な時期に降らず、生物が飢餓に苦しめられ、病と戦争の不運が広

まり、草木、森、全てが不毛になるといった凶兆があらわれた。サーラバンダ王は次のよう

に考えた。「これらは他でもない、私の師に危害が及ぶ相である」と。（そこで）チャンディ

クマーラという名の自分の息子に王国を譲り、ほんのわずかな従者とともに、シュリーパル

ヴァタの師の面前にやって来た。師が「息子よ、どういった目的でやって来たのですか」と

問うと、王は答え、「私の有情の運は尽きてしまうでしょうか。勝者の教えが滅してしまうの

でしょうか。黒分（悪徳）が勝利してしまうのでしょうか。月のように白い大慈悲が、雨雲

のような悪に覆われたのでしょうか。金剛のような聖なる師に有為の性が現れるのでしょう

か。諸々の悪い相が現れたので、私はここにいるのです。大慈悲（の心）で観じ、加持して

ください。」とお願い申し上げた。師は述べた。「生まれたものは全て死ぬ。集ったものは散る。

蓄えたものは尽きる。有為の結末はすべて無常である。だとすれば、そこにどのような憂い

があろうか。あなたはラサーヤナをもって行きなさい」と。王は答え、「師のおそばでラサー

ヤナを摂取しましょう。師がいらっしゃらないのなら、私にはラサーヤナは必要ありません」

といって、そこにとどまった。

　さて、聖（ナーガールジュナ）師が、全ての財産を布施して与えていた時に、ブラフマン

が一人のバラモンに変身して、（ナーガールジュナの）頭を乞うたので、師は「与えましょ

う」と約束した。サーラバンダ王は師が死ぬという苦痛に耐えられず、頭で師の御足に触れ

て、死んでしまった。全ての人たちもそのバラモンを誹謗した。そのとき、師は頭を与えた。

他に誰も（首を）切らないので、クシャの葉で自分の頭を切り落として、バラモンに与えた。

そして全ての木が不毛になり、すべての人の福徳も減少した。前の八人のヤクシニーたちが

師の御身体を今も守護している。

　師の後継者にナーガボーディがいるが、月のように闇を追い遣る光は今もある。師のその

御身体は、弥勒仏が現れる時に、再び起き上がり、有情の利益をなすと言われている。
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pa sna tsogs byung ba dang. rgyal po sa' la bha ndhas 'di snyam ste 'da dig ni gzhan ma yin 

te. nga'i bla ma la gnod pa'i ltas yin snyam rang gi sras ca ndhi ku ma ra bya ba la rgyal srid 

byin ste. 'khor nyung zad gcig dang bcas te dpal gyi ri bor slob dpon gyi spyan sngar phyin 

pa dang. bla mas bu don ci la 'ongas dris pa dang. rgyal bu na re. bdag dang sems can skal ba 

zad gyur tam. rgyal ba'i bstan pa nyams par gyur tam ci. nag po'i phyogs rnams rgyal bar 'gyur 

ba 'am. thugs rje chen po zla ba ltar dgar la. char sbrin dang 'dra'i bdud kyis sgribs sam ci. 

rdo rje lta bu'i bla ma dam pa la 'dus byas rang bshin 'byung ngam sdig ltas rnams. byung bas 

bdag ni 'dir ni mchis pa lags. thugs rjes chen pos dgongs la byin gyis brlabs. zhe zhus pas slo 

dpon gyis gsungs pa. skyes pa thams cad 'chi ba yin. 'dus pa thams cad 'bral. bsags pa thams 

cad 'dzad. 'dus byas kyi mtha' thams cad mi rtag pa yin na de la mi dga' ba ci yod. khyod rang 

bcud len kher la song gcig gsungs bas. de na re. bla ma'i rtzar bcud len za yin 'dug. bla ma mi 

bzhugs na bdag la bcud lan mi dgos zer nas der 'dug go.

de nas slob dpon 'phags pas dngos po thams cad sbyin par btang ba la. lha tsangs pas bram ze 

gcig tu sprul nas dbu blangs pas. slob bpon gyis kyang ster bar zhal gyis bzhes pa dang. rgyal 

po sa' la bha ndhas slob dpon 'grongs pa'i sdug bsngal ma bzod nas slob dpon gyi zhabs la spyi 

bos btugs te grongs so. mi thams cad kyang bram ze de la kha zer bar byed do. de'i dus su slob 

dpon gyis dbu byin pa gzhan gan gis kyang ma chod pa na. rtza ku sha gcig gis rang gi dbu 

bcad nas tsangs pa la sbyin no. de nas shing thams cad kyang skams. mi thams cad kyai bsod 

nams kyang 'gribs so. sngar gyi gnod sbyin mo brgyad kyis slob dpon gyi sku lus bsrungs nas 

da lta yang yod do. 

bla ma'i gdung 'tsob tu klu'i byang chub bzhugs pa'i 'od nub mo 'bro ba zla re tzam da lta yang 

yod do. slob dpon gyi sku lus de rgyal ba byams pa'i bstan pa la slar bzhengs nas 'gro ba'i don 

mdzad gsungs so. 

　師（ナーガールジュナ）は南方のシュリーパルヴァタに到着し、瞑想をしながら、長い間（そ

こに）留まっていた。サーラバンダ王は師を思い、シュリーパルヴァタにやって来て、師を礼拝、

囲繞し、お願い申し上げた。「王国とは得るものが少なく、大きな災いがあります。そのため、

私には必要ありません。私は師の面前に留まります」と。師は述べた。「王国を捨ててはいけ

ません。さあ、師によって（書かれた）ラトナーヴァリー（の教え）において、王国を守護

しなさい。不時の死の恐れのないラサーヤナを（あなたに）授けましょう」と。王は「師と
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kho bo’i bla ma sangs rgyas mgon po’i zhal snga nas kyis bla ma goo ra ksha’i gdams 

pa ma lus pa’i mdzod du gyur pa grub thob mang po dngos su zhal mjal. nus mthu dang 

byin rlabs dpag tu med pa mnga’ ba’i slob dpon ‘bab stegs mgon po dang. nag po mgon 

po dang. bram ze mgon po ste goo ra ksha’i rjes ‘byang rnam pa gsum po de’i bzhed pa 

mthun par byung bas kho bo’i bla ma yang ‘di kho na ‘thad gsung.

〈キーワード〉龍 樹 (Nāgārjuna), シ ュ リ ー パ ル ヴ ァ タ (Śrīparvata), シ ュ リ ー シ ャ イ ラ ム

(Śrīśailam), 『八十四成就者伝 (Caturaśītisiddhapravṛtti)』,『七口決付法伝 (bKa babs bdun ldan)』

資料１

『八十四成就者伝（Grub thob brgyad cu rtsa bshi'i lo rgys）』

北京 rgyud-'grel Lu.20b-21b

slob dpon gyis lho phyogs dpal gyi ril byon nas sgom sgrub mdzad kyin yun ring du bzhugs 

pa la. rgyal po sa' la bha ndhas bla ma dran ste dpal gyi ri bor 'ongs nas. slob dpon la phyag 

dang skor ba byas ste. rgyal pos slob dpon la zhus ba. rgyal srid ni gnog chung la nyes pa che 

bar 'dug pas bdag la mi dgos. bdag slob dpon gyi spyan sngar sdod pa lags zhus pas. slob dpon 

gyis rgyal srid ma skyur ba da rin po che'i phreng ba la slob dpon gyis la rgyal srid skyongs. 

dus ma yin pa'i 'chi ba'i 'jigs pa med pa'i bcud len sbyin gyis gsungs pas. rgyal po na re. slob 

dpon dang lhan cig tu 'dug pa'i skabs yod na bcud len dang rgyal srid dgos. de ma yin na mi 

dgos zhes zer te. 'gror ma 'dod par de nyid du gnas par gyur pa na. de la slob dpon gyis dgams 

pa gnang ste. rang yul du bcud len sgrubs. lo brgyal bar du rgyal srid gzung ste gnas so. de'i 

bar 'gro ba rnams 'byor pa dang ldan. ri'i bya dang ri dags kun kyang bde bar 'tso ba las. 

lo brgya nas slob dpon gyis sang rgyas kyi bstan pa dar zhing rgyas par mdzad pa la. bdud 

dga' rab dbang phyug phrag dog skyes nas bar chad kyi ltas bkra mi shis pa sna tsogs byung 

ste. nyi zla'i snang ba med pa mog mog por gyur pa dang. shing thog thams cad rang bzhin 

gyis 'brul ba dang. char cha dus su ma bab pas srog chags rnams mu ges gzir ba dang. nad 

dang mtson gyi skal pa dar ba dang. rtzi shing nags tsal la sogs pa kun skams pa'i ltas mi bshis 



蓮花寺佛教研究所紀要　第一号

208

tad bhavet kanakaṃ divyaṃ jāmbūnadasamaprabham /

26)  Kavirāja.H.S.Sharma 教授に御教示いただいた。

27)  北京 rgyud-’grel Lu : 20b-21b, 62a 資料１参照

28)  The collected works of Bu-ston, Edited by Lokesh Chandra : Ya.100b 資料 2 参照

29)  rJe btsun tA ra nA tha’i gsung ‘bum, 16.Ma : 559-560 資料 3 参照

30)  玄奘がここで言及している「憍薩羅国」とは、シュラーヴァスティーを都城とするコー

サラ国ではなく、南インドと中インドの境に位置するダクシナコーサラ  （Dakṣiṇakosala）

国と呼ばれた地方である。このダクシナコーサラ国の都城の場所は、長らく議論の的と

なっていたが、シルプールに大規模な遺跡群が発見され、現在は、当地をダクシナコー

サラ国の都城とする説が優勢である。なお、玄奘は「憍薩羅国」の条で、この城南の伽

藍の故事とは別に、引正（娑多婆訶）王が龍猛のために建立した「黒蜂山」の伽藍にま

つわる故事を伝えている。この黒蜂山とチベットの諸伝が言及するシュリー山を同一視

する学者もあるが、J.Burgess［1887］、T.Watters［1904］、N.Dutt［1931］、佐々木［1970］、

I.W.Mabbett［1998］は、地理的関係から同一視できないとする。

31)  『大唐西域記』大正蔵 51.929a-c

32)  Kathāsaritsāgara, Edited by Jagadīśalāla śāstrī (Motilal Banarsidass,1970) : 188-189 

(7.7.7-61)

33)  Prabandhakośa of Rājaśekharasūri, Edited by Jina Vijaya: Singhi Jain ser. 6 

(Adhisṭhātāsiṅghī Jaina Jñānapīṭha, 1935) : 85-86

34)  Reddy Prabhavati 博士の報告によれば Navanathacaritra, Śivayogasaramu, Kumara-

sambhavamu, Paratattvarasayanamu, Vedantavartikam などのテルグ語文献が存在して

いるという。

35)  David Gordon White, The Alchemical Body (Chicaga and London : The University of 

Chicago Press, 1996) : 81-82 

36)  Rasendramaṅgala MSS

A history of Indian medical literature, vol.2A, edited by G.Jan Meulenbeld (Groningen : 

E.Forsten, 2000) : 716 参照

37)  しかしながら、中世期に成立したとされるナーガールジュナコンダの名の由来を検討

する必要があるだろう。

38)  rJe btsun tA ra nA tha’i gsung ‘bum, 16.Ma : 651-652
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20)  Kalhaṇa’s Rājataraṅginī : Chronicle of the Kings of Kashmir, vol3, Edited by M.A.Stein

(Motilal Banarsidass,1970): 33 (3.267)

śrīparvate pāśupatavrativeṣaṃ tam āgatam/

ācakhyāv aśvapādākhyaḥ siddhaḥ kandāśanaṃ dadat//

21)  Mañjuśrīmūlakalpa 10.11-12

śrīparvate mahāśaile dakṣiṇāpathasaṃjñike /

śrīdhānyakaṭake caitye jinadhātudhare bhuvi // 

siddhyante tatra mantrā vai kṣipraḥ sarvārthakarmasu /

22)  V.Anuradha, Temples at Śrīśailam (Agam kala Prakashan, 2002) : 161-168

23)  ラサーヤナ（rasāyana）とは、「rasa（液体）」と「ayana（道）」の合成語で、本来は、

身体の構成要素（dhātu）の一つである体液（rasa）を増強させるアーユルヴェーダの長

生法を意味した。説話集や、タントラの文献では不老長生を獲得する一種の神仙術とし

て語られ、さらにラサシャーストラにおいて「ラサ＝シヴァの体液＝水銀」という解釈

が生れ、一種の錬金術をも意味するようになった。

24)  Rasaratnākara 4.Rasāyanakhaṇḍa 8.1-185

Ānaṇḍakanda 1.Aṃṛtīkaraṇaviśrānti 12.1-201

Rasendramaṅgala MSS

A history of Indian medical literature, vol.2A, edited by G.Jan Meulenbeld 

(Groningen : E. Forsten, 2000) : 716 参照

25)  Rasaratnākara 4.Rasāyanakhaṇḍa 8.1-5

śrīśaile dehasiddhiḥ prabhavati sahasā vṛkṣamṛtkandatoyais tac chāstraṃ 

śambhunoktaṃ pragahanam akhilaṃ vīkṣitaṃ yat tu sāram /

vyāhṛtyānekayuktyā sakalasukhakaraṃ dṛṣṭasiddhaṃ tu yad yat tad vakṣye 

sādhakānām anubhavapathagaṃ bhuktaye muktaye ca //

mallikārjunadevasya purato gajasaṃnibhā /

śilā tiṣṭhati yā rātrau sravate gugguluṃ sadā //

pālāśacāṭunā grāhyaṃ kṣiped alābupātrake /

tad guggulusamaṃ gandhaṃ niṣkaikaṃ bhakṣayet sadā //

māsān mṛtyujarāṃ hanti jīved ācandratārakam /

tad gugguluṃ drute tāmre koṭibhāgena yojayet //
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14)  Padmapurāṇa, 6.Uttarakhaṇḍa 19.1-18

Skhandapurāṇa, 4.Kāśīkhaṇḍa 1.6.11-14, Śrīśailakhaṇḍa MSS

V.Anuradha, Temples at Śrīśailam (Agam kala Prakashan, 2002) : 44 参照

15)  Śivānandalahari 50-51

The Hymns of Śaṅkara, Edited by T.M.P.Mahadevan  (Motilal Banarsidass 1980) : 128-

129

16)  The Harshacarita of Bāṇabhaṭṭa, Edited by P.V.Kane (Motilal Banarsidass 1965) : 2 

(1.21)

jayati jvalat pratāpajvalan aprākārakṛtajagadrakṣaḥ/

sakalapraṇayim anorathasiddhiśrīparvato harṣaḥ//

17)  Kādambarī

jarāṃ gatenāpi dakṣiṇāpathādhirājyavaraprārthanākadarthitadurgeṇa duḥśikṣita-

śravaṇādiṣṭatilakābaddhavibhavapratyāśena haritapattarasāṅgāramaṣīmalinaśambūka-

vāhinā paṭṭikālikhitadurgāstotreṇa dhūmaraktālaktakākṣaratālapatrakuhakatantramantra-

pustikāsaṃgrāhiṇā jīrṇapāśupatopadeśalikhitamahākālamatena āvirbhūtanidhivāda-

vyādhinā saṃjātadhātuvādavāyunā lagnāsuravivarapraveśapiśācena pravṛttayakṣa-

kanyakākāmitvamanorathavyāmohena vardhitāntardhānamantrasaṃgraheṇa 

śrīparvatāścaryavārtāsahasrābhijñena [ 中略 ] jaraddravidadhārmikena adhiṣṭhitā caṇdikām 

apaśyat/

18)  V.Anuradha, Temples at Śrīśailam (Agam kala Prakashan, 2002) : 46

Ashok Aklujkar, “Interprreting Vākyapadīya 2.486 Historicall, Part2”, Indological and 

Buddhist Studies: Volume in Honour of Professor J.W.de Jong on his Sixtieth Birthday

 (Faculty of Asian Studies, Canberra 1982) : 7 参照

19)  Kathāsaritsāgara, Edited by Jagadīśalāla śāstrī (Motilal Banarsidass,1970) : 388 

(12.6.104-105) 

ahaṃ hi dākṣiṇātyasya yajñasaṃjñasya yajvanaḥ/ 

putro bhūtivasur nāma brahmaṇo yogināṃ guruḥ//

so’haṃ saṃkramitajñānaḥ pitrā pātālaśāstrataḥ/

śikṣitvā haṭakeśānamantratantravidhikramam//

gatvā śrīparvate’kārṣaṃ tryambakārādhanaṃ tapaḥ/
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ではない。

 6)   Chandra Das, Tibetan-English Dictionary 参照

 7)   Mahābhārata 3.Vanaparva 83.16-18

śrīparvataṃ samāsādya nadītīra upaspṛśet/

aśvamedham avāpnoti svargalokaṃ ca gacchati//

śrīparvate mahādevo devyā saha mahādyutiḥ/

nyavasat paramaprīto brahmā ca tridaśair vṛtaḥ//

tatra devahrade snātvā śuciḥ prayatamānasaḥ/

aśvamedham avāpnoti parāṃ siddhiṃ ca gacchati//

 8)   Agnipurāṇa 113.3-6

śrīparvatam ataḥ śṛṇu//

gaurī śrīrūpiṇī tepe tapas tām abravīd dhariḥ/

avāpsyasi tvamadhyātmyaṃ nāmnā śrīparvatastava//

samantād yojanaśataṃ mahāpuṇyaṃ bhaviṣyat/

atra dānantapo japyaṃ śrāddhaṃ sarvam athākṣayaṃ//

maraṇaṃ śivalokāya sarvadaṃ tīrtham uttamaṃ/

haro 'tra krīḍate devyā hiraṇyakaśipus tathā//

tapastaptvā balī cābhūn munayaḥ siddhim āpnuvan/

 9)   Agnipurāṇa 109.21-22

śrīparvataṃ kolvagiriṃ sahyādrirmalayo giriḥ //

godāvarī tuṅgabhadrā kāvero varadā nadī /

10)  H.Sarkar & B.N.Misra, Nagarjunakonda (Archeological survey of India, 1972) : 14-

15, 24-29

11)  H.Sarkar & B.N.Misra, Nagarjunakonda (Archeological survey of India, 1972) : 17

12)  Śivapurāṇa 42.1-4,10-13

シヴァが光り輝くリンガの姿として現れたのがジョーティルリンガであるとされる。

インドにはジョーティルリンガを祀る 12 の主要な寺院がある。

13)  Louis H.Gray, Vāsavadattā : a Sanskrit romance (Columbia University Press 1913) : 

156

śrīparvata iva sannihitamallikārjunaḥ naravāhanadatta iva priyaṃguśyāmāsanāthaḥ
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け入れられるという。
38)

ナータ・シッダの伝統では、ターラナータの師のように、シヴァ教と仏教の

付法を同時に保持しえるような信仰的土壌が存在していたのであろう。シュ

リー山のナーガールジュナ伝説は、こうした土壌を背景に、人びとの間に語

り継がれていったのである。

註
 1)   A.Cunningham, The ancient geography of India (Trubuer, 1871) : 595-596

 2)   J.Burgess, "The Buddhist stupas of Amaravati and Jaggayyapeta in the Krishna District, 

Madras Presidency, surveyed in 1882", Archaeological Survey of Southern India ; v.1 

(1887) : 8

T.Watters, On Yuan Chwang's travels in India (Munshiram Manoharlal, 1904-5) : 207

 3)   以下の諸氏がナーガールジュナコンダをナーガールジュナの故地と見なしている。

T.R.V.Murti, The Central Philosophy of Buddhism (Allen&Unwin, 1960) : 88

L.Joshi, "Life and Times of Madhyamika Philosopher Nagarjuna", Mahabodhi 73.1-2

(1965) : 42-49

静谷正雄「南天竺に於ける竜樹の遺跡」『龍谷大学論集 341』(1951) : 75-90

佐々木教悟「竜樹時代におけるアーンドラの社会と仏教」『大谷学報 167』(1966) : 1-13

I.W.Mabbett, "The problem of the historical Nagarjuna revisited", The Journal of the 

American Oriental Society 118-3 (1998) : 332-346

中観の論師ナーガールジュナとシュリーパルヴァタは、歴史上、関係がなかったとする

説は数少ないが、

N.Dutt, "Nagarjunikonda and Nagarjuna", Indian Historical Quarterly 7 (1931) : 633-639

K.Gopalachari, Early History of Andhra Country (University of Madras, 1941) : 131

J.Waleser, Nāgārjuna in Context (Columbia University Press, 2005) : 59-88

の三氏は、シュリーパルヴァタとの関係は後世に成立したものと見ている。

 4)   H.Sarkar & B.N.Misra, Nagarjunakonda (Archeological survey of India, 1972) : 3

 5)   アマラヴァティーから北西五 km のジャガヤペータには、現存するインドの碑文の中で

唯一ナーガールジュナの名称を記した石柱が発見されているが、その字体は五世紀から

六世紀に属するものであり、ナーガールジュナが当地で活躍していた事を証明するもの
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はない。ラサシャーストラの中には、ナーガールジュナとシュリーシャイラ

ムの関係について言及しているものもあり、『ラセンドラマンガラ』では、シ

ュリーシャイラムに住むシッダ・ナーガールジュナが、弟子のラトナゴーシ

ャ（Ratnaghoṣa）の求めに応じ、ラサーヤナの教説を開示したとする条があ

る。ここで、ナーガールジュナは、12 年にわたり苦行を行った結果、ヴァタ

ヤクシニー（Vaṭayakṣiṇī）よりラサーヤナの知識を授かったとされる。
36)

シュ

リーシャイラムとナーガールジュナ、ヤクシニーを関連付けて説くこの記述

は、ナーガールジュナがヤクシニーに囲まれてシュリー山に住していたとす

るターラナータの所伝と親和性があるといえる。

　こうしたことから推察すれば、チベットの諸伝が、ナーガールジュナの居

住地にして最後の地としたシュリー山は、このシュリーシャイラムであった

可能性が高いといえるのである。
37)

　

　『八十四成就者伝』の中に、ハタヨーガの始祖に連なる著名なシッダたちの

伝記が含まれていることは、先にも述べた。ナータ・シッダの伝統は、シヴ

ァ教と仏教、さらにはジャイナ教に広がりを持ちながら発展し、彼らは聖者

を貸借し、あるいは共有するようなゆるやかな関係を保っていた。インド世

界の中でシヴァ教の聖地として言及されるシュリー山が、ナーガールジュナ

と結びつけられていったことの背景には、こうしたナータ・シッダの伝統が

あったといえる。

　ナータ・シッダの伝統における、シヴァ教と仏教のゆるやかな関係は、『七

口決付法伝』の記述からも知ることができる。ターラナータはその名が示し

ているように、ナータ・シッダの伝統の継承者であった。『七口決付法伝』の

中で、ターラナータは、師であるブッダグプタより、ゴーラクシャの付法の

教示をうけたことについて次のように言及している。

　　ゴーラクシャの口伝を余すところなく保持したシッダたちに直接にお会

いした私の師、ブッダグプタの言葉によれば、無量の神力と加持力を具

えた師は、ティールタナータ（Tīrthanātha）、カーラナータ（Kālanātha）、

ブラーフマナータ（Brāhmanātha）であり、これら三人のゴーラクシャ

の継承者たちの見解は妥当であるので、私の師もただこの（付法）が受
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加されている。さらに、ターラナータの記述からは、このナーガールジュナ

復活の伝説が、実際に存在した石窟寺院と関係付けられて語られていたこと

を知ることができる。ターラナータの師が訪れたという、石窟寺院にまつわ

るナーガールジュナの復活の伝説は、シュリー山の霊験譚の一つとして語り

継がれていたことが推測できる。

②ラサシッダとしてのナーガールジュナ

　長生術と復活を主題にしたこのナーガールジュナの伝説が、シュリー山に

まつわる霊験譚の一つとして語られたことの背景には、当地がナータやシッ

ダと呼ばれたタントラ行者たちの聖地であったことが大きく関わっている。

アンドラ地方、ことにシュリーシャイラムは、12 世紀より 17 世紀にかけて、

ナータ・シッダたちの宗教活動を育む土壌として機能し続けた。ナータ・シ

ッダの伝統は、宗教的な達成（siddhi）、つまり神通力や不老不死の獲得、最

終的にはシヴァとの合一を目指し、ハタヨーガ（hathayoga）の身体技法、ラ

サーヤナの長生術・錬金術を発展させていった。中世期、アンドラ地方では、

ナータ・シッダたちの聖者伝、ハタヨーガやラサヤーナに関する論書が生み

出された。
34)

　アヴァヤダッタシュリーの『八十四成就者伝』は、ナータ・シッダの聖者

伝の中では、おそらく先駆的なものであろう。『八十四成就者伝』は、それ以

前から流布していた入滅のエピソードをシュリー山と関連付け、ナーガール

ジュナをラサーヤナの成就者として描いた。以降、ナータ・シッダの伝統に

おいて、ナーガールジュナは「ラサシッダ（rasasiddha）」として知られるよ

うになり、数々のラサシャーストラが提示するラサシッダのリストの中に、

必ずといっていいほどその名を連ねている。
35)

さらに『ラウハシャーストラ

（Lauhaśāstra）』『ラセンドラマンガラ（Rasendramaṅgala）』『カクシャプタ

（Kakṣaputa）』 といったラサシャーストラは、ナーガールジュナの著作に帰せ

られている。

　シュリーシャイラムは、前述のように、ラサシャーストラの中でラサーヤ

ナを行じる適所として言及されており、ラサーヤナの成就者として知られた

ナーガールジュナが、シュリーシャイラムと結びつけられたことに、不思議
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王とともに数百歳という寿齢を保っていた。そのため王位を継げなかった王

子が、母に教唆され、龍猛の頭を請い、彼を死に追い遣ったとする伝承は、『七

口決付法伝』のそれと違わない。しかしその結末は若干異なっており、茅の

葉で自ら首を切った龍猛の姿をみて、王子は驚いて走り去ったといい、王は

悲嘆で亡くなってしまったという。
31)

　サンスクリット語文献では、『カターサリットサーガラ』が、ナーガールジ

ュナの入滅のエピソードを伝えている。『カターサリットサーガラ』は、架空

上のチラーユス（Cirāyus）という名の都城をその舞台とし、ナーガールジュ

ナは、架空上の王、チラーユス王の顧問（mantrin）を務めていたという。ナ

ーガールジュナが王にラサーヤナを与え、これによって王が数百歳という寿

齢を保っていたところ、王位を継げず落胆していた王子が、母に教唆され、

ナーガールジュナのもとに赴き、その頭を請うたとする条は『七口決付法伝』

『大唐西域記』と共通している。そこで王子は刀でナーガールジュナの首を切

ろうとしたが、何本もの刀を無駄にし、結局、ナーガールジュナが粉をとり

だし王子の刀に塗り、それによってようやく王子は首を切り落とすことがで

きたという。そしてここでも結末が異なり、王が悲嘆で自殺しようしたとこ

ろ、「ナーガールジュナは再び生まれ変ることなく、ブッダの境地に赴いたか

ら、悲嘆にくれることはない」という声が天から聞こえてきたとする。王は

自殺をとどまり、王位を捨てて、森に入ったとされる。
32)

　ジャイナ教のプラバンダ文献に伝えられているナーガールジュナの入滅の

エピソードは、ジャイナ教の聖地であるダンカ山（Daṅkaparvata）と関連付

けられている。『プラバンダコーシャ（Prabandhakośa）』は、ラサーヤナを

奪おうと企んだ、サータヴァーハナ（Sātavāhana）王の二人の王子が、ダン

カ山の洞窟に住していたナーガールジュナをクシャの葉で殺害したという。

結局、この二人の王子は、怒ったデーヴァターに殺害され、地獄に赴いたと

説かれている。
33)

　これらの伝説とシュリー山の伝説を比較すると、ナーガールジュナの滅後

に関する記載が異なっていることが分かる。チベットの諸伝では多少ヴァリ

エーションはあるが、ヤクシニーたちがナーガールジュナの頭と身体を守護

し、そしてそれらがやがて接合し復活すると信じられていたとする伝聞が付



蓮花寺佛教研究所紀要　第一号

216

寿命を閉じたという。

　このエピソードの内容は、『プトン仏教史』と親和性があるが、これをその

まま敷き写したものではなく、他の伝承、おそらくはターラナータの師であ

ったインド僧ブッダグプタ（Buddhgupta）から聞き及んだ伝聞を参照したも

のと思われる。ナーガールジュナの滅後、王子は、ナーガールジュナの首と

身体が一緒になることを恐れて、その頭を数ヨジャーナ離れた場所に運んだ

が、ヤクシニーたちがそれを奪い去ったとする記述は、『プトン仏教史』と共

通している。しかし、ここでは、ヤクシニーたちが、頭を巌の頂上に置いて、

その巌の裂け目に、五体の聖観自在の石像を自然に出現させ、頭と身体それ

ぞれのための寺院を建立したという伝承が付け加えられている。さらに、タ

ーラナータは、これにコメントを加え、「それは、私の師も見た。石の壁がく

っつき岩壁のようになった、不思議で威力ある、その寺院は、入り口がない。

窓から覗くと、両方とも台座の上に石像の部分のようなものがそれぞれ置い

てあったという。」と述べている。
29)

　以上のチベット諸伝のナーガールジュナが首を切って入滅したとするエピ

ソード自体は、漢訳文献や、インドの文学作品にも伝えられている。しかし、

それらは、エピソードの舞台をシュリー山とはしていない。チベットの諸伝

は、一体なぜ、このエピソードとシュリー山を結びつけたのであろうか。次に、

上記の伝説とその他の伝説の相違を確認し、シュリー山のナーガールジュナ

伝説が成立した要因を探ってみたい。

　3　シュリー山のナーガールジュナ伝説の成立背景　

①エピソードのヴァリエーション

　玄奘が旅の途上に訪れた土地々々での見聞を記事にした『大唐西域記』は、

憍薩羅国
30)

の旧跡にまつわる故事として、このナーガールジュナの入滅のエピ

ソードを伝えている。玄奘の見聞によれば、この憍薩羅国の城南には古い伽

藍があり、その昔、そこに龍猛菩薩が止住していたという。龍猛菩薩は薬術

に詳しく、妙薬によって養生し、当時、この国を治めていた引正（娑多婆訶）
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②『プトン仏教史』

　 次 い で、 プ ト ン（Bu-ston, 1290-1364） の『 プ ト ン 仏 教 史（bDe bar 

gshegs pa’i bstan pa’i gsal byed chos kyi ‘byung gnas gsung rab rin po che’i 

mdzod）』が、ナーガールジュナの入滅をめぐって、『八十四成就者伝』に類

似したエピソードを伝えている。『プトン仏教史』は、インドで仏法を弘めた

諸師の第一番目にナーガールジュナをあげ、中観の論師としての事蹟のほか、

タントラ行者としての事蹟も紹介している。

　ここでは、シュリー山に住し、延命法とラサーヤナによって、シャーリヴ

ァーハナ（mThar ‘gro zhon）王とともに長寿を保っていたナーガールジュナ

が、王位を継承できずに父王の死を望んでいた王子に疎まれて、その刃にか

かったということになっている。しかし、ナーガールジュナの首は王子の刀

では切り落とすことができず、結局、王子は、ナーガールジュナのアドバイ

スにより、クシャ草でその首を切り落とすことができたという。その時、「私

は極楽世界に行って、この身体に再び入るだろう」という声が切り落とされ

た首の根元から聞こえてきため、王子はナーガールジュナの首を持ち去った

という。その頭は、今度はヤクシニーによって奪われ、1 ヨジャーナのとこ

ろに捨てられたが、頭と体は、腐らずに年々近づいて、遂に結合し、説法と

有情の利益をなしたとの言い伝えがあると、プトンは述べている。
28)

③『七口決付法伝』

　ターラナータ（Tāranātha, 1575-1634）が、『七口決付法伝 （bKa babs 

bdun ldan gyi brgyud pai rnam thar）』の中で伝えているのは、ナーガールジ

ュナがクシャ草で自らの首を切り、王子に与えたとする入滅のエピソードで

ある。父王が長命であるために、王位を継げないことを知り、落胆していた

王子は、母より「ナーガールジュナ師は菩薩ですから、頭を請えば与えます。

師が死んだ時、父も死ぬでしょう。そうすればあなたは王位を得ることがで

きるでしょう。」と教唆され、ナーガールジュナに頭を施物として請い、彼を

死に追い遣ったとされる。ナーガールジュナは、シュリー山において、200

年間、ヤクシニーたちに囲まれて、真言行を行いながら暮していたが、クシ

ャ草で自らの首を切り、王子に頭を布施して与えたために、670 歳と半年の
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を製造する伝統的な工房が存在している。
26)

　以上のインドの諸文献におけるシュリー山の用例を踏まえた上で、次にチ

ベットに伝えられたシュリー山のナーガールジュナ伝説の内容を確認して行

きたい。

　2　シュリー山のナーガールジュナ伝説

①『八十四成就者伝』

　シュリー山とナーガールジュナの関係に言及した、最も成立の早い文献は、

私見では、アヴァヤダッタシュリー（Abhayadattaśrī, 12C ？）の『八十四成

就者伝（Grub thob brgyad cu rtsa bshi’i lo rgys）』である。本書は、84 人の

シッダ（siddha）たちの霊験譚を綴ったもので、ナーガールジュナは第 16 人

目のシッダとして登場する。84 人のシッダの中には、ミーナパ（Mīnapa）、

ゴーラクシャ（Gorakṣa）、チャウラーンギ（Caurāṅgi）をはじめとするシヴ

ァ教の著名なシッダたちも登場し、本書がシヴァ教・仏教共通の土壌を基盤

として成立したことを伺わせている。

　さて、本書において、ナーガールジュナは、南方のシュリー山に久しく止

まり、当地でサーラバンダ（Sa’ la bha ndha）王にラサーヤナの教えを授けた

とされている。ラサーヤナによって王とともに長寿を保ち、シュリー山で布

施行を行っていたナーガールジュナは、一人のバラモンに頭を施物として請

われたため、自らクシャの葉で頭を切り落として与え、入滅したと伝えられ

ている。サーラバンダナ王は悲痛に耐えられず、その場で死んでしまったと

いう。なお、滅後には、ナーガールジュナの身体を八人のヤクシニーたちが

守護し、弥勒仏が現れる時に再び起き上がるとの言い伝えがあると、著者は

述べている。また、ナーガールジュナの弟子のナーガボーディは、弥勒が出

現するまでの間、シュリー山に住して、有情に八大成就を授けながら、利他

行を行っていると説かれている。
27)
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シャイラムは、11 世紀、西チャールキヤの王たちの保護を受けて大きく発展

した。11 世紀から 13 世紀には、マタ（maṭha）と呼ばれる隠遁所が多数建

立され、王族をはじめとする寄進者が、これらの隠遁所にこぞって荘園を寄

進したことが碑文によって明らかになっている。
22)

　このころからシュリーシャイラムは、ラサシャーストラ（rasaśāstra）と呼

ばれる文献の中で、頻繁に言及されるようになってくる。ラサシャーストラ

は、水銀をはじめとする鉱物を扱う長生術（dehasiddhi）と錬金術（lohasiddhi）

を兼ね備えた技術、ラサーヤナ（rasāyana）
23)

に関する論書である。この技術

を担っていたのはナータ（nātha）やシッダ（siddha）と呼ばれたタントラ行

者たちであり、その目指すところは、宗教的な達成（siddhi）であった。ラサ

シャーストラの信仰的基盤は主にシヴァ教に置かれている。

　『ラサラトナーカラ（Rasaratnākara）』『アーナンダカンダ（Ānaṇḍakanda）』

『ラセーンドラマンガラ（Rasendramaṅgala）』といったラサシャーストラは、

シュリーシャイラムをラサーヤナを行うための適所として言及しており、
24)

こ

とに『ラサラトナーカラ』の「ラサーヤナの章（Rasāyanakhaṇḍa）」には、

シュリーシャイラムにおけるラサーヤナの実践を詳細に解説する節が設けら

れている。その冒頭は、次のようにはじまる。

　　シュリーシャイラムにおいて、身体の完成（dehasiddhi）が、木、土、根、

水などによって、速やかに顕現する。その教説は、良い結果をもたらす

といわれ、非常に奥深く、完璧であるとみなされており、しかも肝要で

ある。述べられるところの多くの実践によって、全く完成し易い、経験

されるところの成就（siddhi）が、サーダカ（= シッダ）たちの経験の道が、

享受と解脱のために、あれやこれや説かれるだろう。マリカールジュナ

尊の御前に、象に似た石がある。この石は、夜に、ググルを常に流出する。

チャートゥの葉によってとられたものを瓢箪の容器に注いで、ググルと

一緒にした１ニシュカの香料を常に摂取するべきである。（そうすれば）

月から老・死を奪い、月・星が存在する限り生きるであろう。先の部分で、

そのググルを、液化した銅の中に入れるべきである。それは、天界の紫

金に等しい輝きの金を生じるだろう。
25)

［4.8.1-5］

なお、シュリーシャイラム付近では、現在もなお、こうした鉱物を扱う薬物
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していた。
17)

ここでバーナが滑稽に描いた「ドラヴィダの法師」を通して、南インドにお

けるシヴァ教のタントラ行者たちの行状や、奇妙な神仙術の数々を知ること

ができる。シュリーパルヴァタにまつわる様々な霊験譚を知ることは、この

ドラヴィダの法師のようなタントラ行者たちの間で特別な意味をもっていた

といえる。

　この他にも、シヴァ教のタントラ行者とシュリーパルヴァタとの関係を示

唆しているものに、バヴァブーティ（Bhavabhūti, 8C）の『マーラティーマ

ーダヴァ（Mālatīmādhava）』、ソーマデーヴァ（Somadeva, -1070-）の『カ

ターサリットサーガラ（Kathāsaritsāgara）』、カルハナ（Kalhaṇa,1150-1160）

の『ラージャタランギニー（Rājataraṅginī）』などをあげることができる。『マ

ーラティーマーダヴァ』には、シュリーパルヴァタからやってきた二人のカ

ーパーリカの女行者が登場し、
18)

『カターサリットサーガラ』には、「ヨーガ行

者たちの師であり」「ハタケーシャナ（＝シヴァ）のマントラとタントラ儀軌

を学び」「シュリーパルヴァタにおいてシヴァに苦行を捧げた」南インドのバ

ラモンが登場している。
19)

また、『ラージャタランギニー』は、シュリーパルヴ

ァタをパーシュパタ派と関連付けて描いている。
20)

　以上のようにシュリーパルヴァタは、シヴァ教のタントラ行者たちの聖地

として知られていたが、その名は仏教のタントラ行者の間にも知られていた。

『マンジュシュリームーラカルパ（Mañjuśrīmūlakalpa）』は、次のように述べ

ている。

　　南インドで知られているシュリーパルヴァタのマハーシャイラで、（ある

いは）ジナの舎利を祀ったダーニャカタカの仏塔で（儀礼を行えば）、ど

のような目的の儀礼でも、マントラは速やかに成就する。
21)
［10.11-12］

『マンジュシュリームーラカルパ』は、シュリーパルヴァタを南インドにおけ

る真言行の主要な道場とみなしており、仏教のタントラ行者たちもまた、こ

の地を訪れていたであろう事が想定される。

④シュリーシャイラムとラサーヤナ

　 7, 8 世紀頃から、シヴァ教の巡礼地として知られるようになったシュリー
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と「śaila（山）」の合成語であり、シュリーパルヴァタと同様、「吉祥なる山」

を意味する。シュリーシャイラムは文学作品や碑文の中で、しばしばシュリ

ーパルヴァタとも呼ばれており、古くは、スバンドゥ（Subandhu, 550-620）

の『ヴァーサヴァダッター（Vāsavadattā）』の中で、その用例を確認するこ

とができる。スバンドゥが、何気なく使用した譬喩の中には、シュリーパル

ヴァタとマリカールジュナが関連付けられて説かれている。
13)

　『パドマプラーナ（Padmapurāṇa）』や『スカンダプラーナ（Skhandapurāṇa）』

には、シュリーシャイラムについての詳しい記述が見られ、当地が、滅罪や

解脱をもたらす聖地として信仰を集めていたこと、また聖者たちに苦行とヨ

ーガのための隠遁所を提供していたことを伝えている。
14)

なお、この地を訪れ、

隠遁行のために滞在したシャンカラ（Śaṅkara, 788-820）は、マリカールジ

ュナとその神妃ブラマラーンバ（Bhramarāṃba）を称えた詩を残している。
15)

③シュリーパルヴァタとタントラ行者

　スバンドゥと同時期に、バーナバッタ（Bāṇabhaṭṭa, 7C）は『ハルシャチ

ャリタ（Harṣacarita）』『カーダンバリー（Kādambarī）』の中でシュリーパ

ルヴァタについて言及している。『ハルシャチャリタ』におけるシュリーパル

ヴァタの用例からは、あまり多くのことを知ることはできないが、この地が、

あらゆる功徳をもたらす聖地として認識されていたことが分かる。
16)

一方、『カ

ーダンバリー』は、シュリーパルヴァタをシヴァ教のタントラ行者と関連付

けて説いており、当地を取り巻く宗教事情についての情報を与えてくれる。

　　チャンディカーの祠堂の堂守をしていた年老いたドラヴィダの法師

（dhārmika）は、老齢に達してなお、南インドの王になる願望によって苦

悩し、教養のない僧のアドバイスによって付けたティラカで金持ちにな

ることを期待し、、、ドゥルガーの讃歌を板に書き、いぶした染料の樹脂

の文字でターラの葉に書かれた幻術・タントラ・マントラの写本を集め、

老いたパーシュパタ派の行者から教示されたマハーカーラの教えを書き

とめ、財宝発掘の術に執着し、錬金術のとりこになり、アシュラの世界

に入ることの鬼と化し、ヤクシャの乙女の恋人になる夢想にふけり、隠

身術のマントラを集め、シュリーパルヴァタにおける千の霊験譚に熟知
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もに遊戯している。ヒラニヤカシプもこの地で苦行を行い、威力を生じた。

聖者たちはここでシッディを獲得した。
8)
［113.3-6］

『アグニプラーナ』の別の箇所では、シュリーパルヴァタの名称が、その他の

聖地の名称とともに列挙されており、就中、109 章では、南インドに位置す

る山地や河川とともにその名があげられている。
9)

このことから、ここではシ

ュリーパルヴァタの所在が、南インドに想定されていたことが分かる。

②シュリーパルヴァタとシュリーシャイラム

　『マハーバーラタ』の中でシヴァの聖地として言及されているシュリーパル

ヴァタの所在地は判然としないが、7 世紀頃より、シュリーパルヴァタの名は、

南インドに位置する巡礼地として知られるようになってくる。

　アンドラ地方には、イクシュバーク朝（225-325）の時代、シュリーパル

ヴァタの呼称をもった都城、ヴィジャヤプリー（Vijayapurī, 現在のナーガー

ルジュナコンダ）が存在していた。ナーガールジュナコンダは、仏教遺跡で

広く知られているが、イクシュバーク王家の本尊はカールッティケーヤであ

り、当地にはシヴァ教の寺院も存在していた。
10)

しかし、イクシュバーク朝以降、

ヴィシュヌクンディンの王たちの時代（5C-7C）に、ヴィジャヤプリーから

アマラプラ （Amarapura, 現在のアマラヴァティー） へと政治の中心地が移る

と、当地の宗教活動もしだいに衰退して行ったようである。その後、玄奘が

インドを訪れた 7 世紀、アンドラ地方にはヴェンギ（Veṅgi）とダーニャカタ

カ（Dhānyakaṭaka）に都城が置かれていた。この時代、ナーガールジュナコ

ンダでは、いくつかのレンガ作りの祠堂が建立されていたが、
11)

宗教の中心地

として機能し続けた形跡はみられない。このため、7 世紀頃より知られるよ

うになった南インドの巡礼地、シュリーパルヴァタは、ナーガールジュナコ

ンダとは別の場所に見いださなければならない。

　一方、この頃から、マリカールジュナ（Mallikārjuna）を本尊とするシュリ

ーシャイラムが碑文や文献の中で言及されるようになってくる。マリカール

ジュナは、アンドラ地方、クリシュナ河岸のシュリーシャイラムに祀られて

いる本尊であり、マリカールジュナ・リンガはシヴァの 12 ジョーティルリン

ガ（Jyotirliṅga）
12)

の一つとされている。シュリーシャイラムは、「śrī（吉祥）」
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のかを確認する。次いで、チベットに伝えられたシュリー山のナーガールジ

ュナ伝説の内容を確認し、この伝説の成立背景を読み解いて行きたい。

　1　インド世界におけるシュリー山

①シヴァの聖地としてのシュリーパルヴァタ

　チベットの諸伝がナーガールジュナの居住地として言及しているシュリー

山（dPal gyi ri）は、通常、「Śrīparvata」と還梵されている。
6)
「śrī（吉祥）」と「parvata

（山）」の合成語であるこの名詞は、普通名詞にもとれるが、インドの諸文献

はこれを固有名詞として扱っている。『マハーバーラタ（Mahābhārata）』は、

聖地巡礼の功徳を説く中、シュリーパルヴァタを紹介し、次のように説いて

いる。

　　シュリーパルヴァタを訪れ、河岸で沐浴するべきである。（そうすれば）

馬祀祭（により獲得される功徳）を獲得し、天界に赴く。シュリーパル

ヴァタでは、威光あるマハーデーヴァ（＝シヴァ）が、神妃をともない、

ブラフマーと三十神に囲まれて、喜びに満ちて座している。そこにある

神の泉で沐浴し、清浄になり、心が清らかになったものは、馬祀祭（に

より獲得される功徳）を獲得し、来世の幸福に到達する。
7)
［3.83.16-18］

ここでは、シュリーパルヴァタの所在地を示唆する記述はないが、当地がシ

ヴァの聖地として描写されていることが分かる。

　同様に、プラーナ文献においても、シュリーパルヴァタはシヴァの聖地と

して言及されており、この聖地を訪れることによって得られる様々な功徳が

説かれている。『アグニプラーナ（Agniprāṇa）』は、次のように述べている。

　　さて、シュリーパルヴァタについて聞きなさい。シュリーの姿をしたガ

ウリーは苦行を行った。ハリ（＝シヴァ）は彼女に語った。「汝は最高我

に到達するであろう。（シュリーの）名によってシュリーパルヴァタと称

えられる、百ヨジャーナの（土地）すべてから、偉大な功徳が生じるで

あろう。」ここで行われる布施、苦行、念誦、祖霊供養すべてが、滅する

ことない（功徳を生じる）。ここで死ぬ者はシヴァの世界に赴き、最上の

聖地はあらゆるものをもたらす。ハラ（＝シヴァ）はこの地で神妃とと
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　チベットの諸伝は、ナーガールジュナが晩年、シュリー山（dPal gyi ri）に

居住し、この地で王を教導したと述べている。このシュリー山の場所をめぐ

って、19 世紀末から今日に至るまで、諸説が唱えられてきた。Cunningham

［1871］は、玄奘が『大唐西域記』の中で言及しているダクシナコーサラ国

の黒蜂山をシュリー山と同一視し、
1)

Burgess［1887］や Watters［1904］は、

現在シヴァ教の聖地となっているシュリーシャイラム（Śrīśailam）をその候補

地としてあげた。
2)

さらに、1926 年にナーガールジュナコンダ（Nāgārjunakoṇḍa）

の発掘調査が行われ、碑文によりこの地がシュリーパルヴァタ（Śrīparvata）

と呼ばれていた事が判明して以降は、当地をナーガールジュナの故地とする

説が優勢となっている。
3)

　しかし、ナーガールジュナの丘を意味する「ナーガールジュナコンダ」の

名称は、中世期以降より現れてくることが指摘されており、
4)

ナーガールジュ

ナがこの地で活躍したことを直ちに歴史的事実と見なすには、些か問題があ

るようである。そもそも、シュリー山のナーガールジュナ伝説を伝える文献は、

11 世紀以降に成立したものばかりであり、ナーガールジュナコンダとナーガ

ールジュナの関係を直接に実証する考古学資料は、いまだに発見されていな

い。
5)

後世に成立した文献資料を根拠に、ナーガールジュナの歴史的な事跡を

再構成することには注意が必要であるだろう。

　本論では、ナーガールジュナ伝から歴史的事実を探るという従来の研究の

視点を離れ、なぜこうした伝説が成立したのかという観点から、ナーガール

ジュナ伝を読み直す試みを提示したい。ここでは、まず、シュリーパルヴァタ、

シュリーシャイラムに言及したインドの文献を参照しながら、ナーガールジ

ュナ伝に登場するシュリー山が、インド世界の中でどのように語られてきた

シュリー山のナーガールジュナ

山 野 智 恵


